
　

一
七
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
モ
デ
ル
問
題
例
の
出
題
方

針
と
同
じ
。
今
後
も
こ
の
形
式
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

第
２
問
（
評
論
）

図
表
や
写
真
を
含
む
論
説
文
﹇
宇
杉
和
夫
「
路
地
が
ま

ち
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
」﹈
を
読
み
解
く
問
題
。
小
問
５

問
。・

従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
異
な
り
、
本
文
に
傍
線
が
引

か
れ
て
お
ら
ず
、
部
分
を
細
か
く
読
む
よ
り
も
全
体
を

お
お
ま
か
に
と
ら
え
る
力
を
見
た
い
と
い
う
出
題
者
の

意
図
を
感
じ
た
。

・
本
文
と
各
資
料
と
の
対
応
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
丁
寧
に
本
文
を
た
ど
っ
て
、
解
答
の
根
拠
を
見

つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
選
択
肢
が
短
く
な
っ
て
お
り
、
設
問
自
体
は
従
来
の
セ

ン
タ
ー
試
験
の
評
論
よ
り
も
易
し
い
が
、
文
章
の
論
理

が
不
明
瞭
で
読
み
に
く
く
解
き
に
く
い
。

・「
文
章
読
解
」
と
い
う
よ
り
も
「
情
報
処
理
」
の
問
題

に
近
い
。
特
別
な
力
よ
り
も
、
ま
ず
慣
れ
が
必
要
。

２
．
各
大
問
の
内
容
に
つ
い
て

第
１
問
（
記
述
）

実
用
文
﹇
生
徒
会
部
活
動
規
約
﹈・
関
連
資
料
﹇
ア
ン

ケ
ー
ト
・
校
内
新
聞
﹈・
会
話
文
を
用
い
た
問
題
。
小

問
３

問
（
五
十
字
以
内
、
二
十
五
字
以
内
、
八
〇
〜
一

二
〇
字
以
内
）。

・
素
材
の
数
は
多
い
が
、
設
問
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
モ
デ

ル
問
題
例
よ
り
も
易
し
い
。

・
文
章
や
資
料
の
情
報
を
正
確
に
読
み
取
れ
る
か
ど
う
か

以
上
に
、
会
話
文
の
文
脈
の
読
み
取
り
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
た
。

・
問
３

の
よ
う
に
記
述
字
数
の
多
い
設
問
で
は
、
解
答
を

定
め
き
る
に
必
要
十
分
な
問
い
で
あ
る
か
ど
う
か
、
正

答
条
件
で
正
し
く
自
己
採
点
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な

る
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
公
表
結
果
で
は
、
約
３

割

の
生
徒
が
自
己
採
点
と
実
際
の
結
果
が
一
致
し
て
い
な

か
っ
た
。

・
実
用
文
＋
資
料
＋
会
話
文
と
い
う
出
題
形
式
は
、
二
〇

１
．
試
験
の
概
要
に
つ
い
て

・
受
検
者
は
高
校
二
年
生
以
上
の
六
四
、
五
〇
〇
名
。

・
試
験
時
間
は
一
〇
〇
分
（
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
二
〇

分
増
）。

・
大
問
数
は
５

問
﹇
記
述
・
評
論
・
小
説
・
古
文
・
漢

文
﹈。
記
述
式
の
大
問
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
記

述
式
以
外
の
４

問
は
マ
ー
ク
式
で
、
基
本
的
な
科
目

構
成
は
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
変
更
無
し
。

・
記
述
式
問
題
で
は
、
実
用
的
な
文
章
と
、
そ
れ
に
関

連
し
た
資
料
・
会
話
文
か
ら
、
必
要
な
情
報
を
読
み

取
り
、
条
件
に
合
わ
せ
て
解
答
を
ま
と
め
る
問
題
が

出
題
さ
れ
た
。

・
マ
ー
ク
式
問
題
で
は
、
本
文
と
関
連
す
る
図
表
・
写

真
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
く
問
題
や
本
文
に
傍
線

が
引
か
れ
て
い
な
い
状
態
で
内
容
を
読
み
解
く
問
題

な
ど
、
従
来
よ
り
「
思
考
力
・
判
断
力
」
を
問
う
こ

と
を
意
図
し
た
設
問
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
導
入
に
向
け
た
試
行
調
査
　
国
語
に
つ
い
て

8



・
文
章
Ⅱ
が
新
要
素
だ
が
、
文
章
Ⅰ
・
Ⅱ
を
比
較
し
て
思

考
し
な
く
て
も
設
問
は
解
け
る
た
め
、
あ
え
て
文
章
Ⅱ

を
導
入
す
る
必
然
性
は
低
か
っ
た
。

・
設
問
自
体
は
セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り
易
し
く
、
従
来
学
ん

で
き
た
知
識
で
対
応
可
能
。

・
こ
こ
で
見
ら
れ
る
言
語
活
動
の
場
面
が
想
定
さ
れ
た
形

式
は
、
Ａ
Ｌ
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
に

見
ら
れ
る
「
主
体
的
な
学
び
」
を
踏
ま
え
て
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。

・
新
課
程
で
は
、
漢
文
の
日
本
文
化
・
文
学
へ
の
影
響
な

ど
、
古
典
を
学
習
す
る
意
義
が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
の

試
行
調
査
の
問
題
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
流
れ

を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
。

　

今
回
の
試
行
調
査
に
お
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
よ

り
も
出
題
文
・
資
料
の
数
が
増
え
、
出
題
形
式
も
複
雑

化
し
た
こ
と
で
、
時
間
が
足
り
な
く
な
る
と
い
う
難
し

さ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
な
語
彙

や
文
法
な
ど
の
知
識
、
読
解
力
が
あ
れ
ば
解
け
る
内
容

で
あ
る
こ
と
は
従
来
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　

複
数
の
情
報
の
読
み
比
べ
や
複
数
の
答
え
を
判
断
す

る
と
い
っ
た
新
し
い
形
式
、
記
述
式
の
自
己
採
点
な
ど

に
、
い
か
に
慣
れ
て
い
け
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

・
複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
て
思
考
し
な
く
て
も
設
問

は
解
け
る
た
め
、
本
文
を
三
つ
用
い
る
必
要
性
は
低
か

っ
た
。

・
文
字
数
は
、
三
つ
の
本
文
を
あ
わ
せ
て
、
二
〇
一
七
年

の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
等
の
字
数
。
平
易
な
文
章
を
用

い
た
正
確
な
読
解
力
と
基
本
的
な
文
法
知
識
の
重
視
も
、

近
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
様
。

・
選
択
肢
が
か
な
り
短
く
な
り
、
誤
答
選
択
肢
の
誤
り
度

も
高
か
っ
た
た
め
、
設
問
は
総
じ
て
易
し
め
。
本
文
を

正
し
く
読
め
れ
ば
迷
う
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

「
古
文
を
的
確
に
理
解
す
る
力
」
を
問
う
た
結
果
か
と

思
わ
れ
る
。

・
問
１

で
省
略
さ
れ
た
表
現
を
補
わ
せ
た
り
、
問
５

で
表

現
の
効
果
を
問
う
た
り
す
る
な
ど
、
新
し
い
傾
向
の
設

問
は
増
え
た
が
、
従
来
学
ん
で
き
た
知
識
で
対
応
可
能
。

第
５
問
（
漢
文
）

漢
文
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
漢
詩
や
資
料
﹇
Ⅰ
：
司
馬

遷
『
史
記
』／
Ⅱ
：
佐
藤
一
斎
「
太
公
垂
釣
の
図
」
を

含
ん
だ
資
料
﹈
を
読
み
比
べ
る
問
題
。
小
問
７

問
。

・
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
宋
代
以
降
の
非
常
に
マ
イ
ナ
ー

な
作
品
ば
か
り
が
出
題
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
メ
ジ

ャ
ー
な
作
品
が
出
典
と
な
っ
た
。『
史
記
』﹇
漢
代
﹈
は

漢
文
の
授
業
で
必
ず
扱
わ
れ
る
題
材
で
あ
り
、
中
で
も

今
回
の
出
題
箇
所
は
有
名
で
、
東
京
書
籍
『
新
編
古
典

Ｂ
』、
明
治
書
院
『
高
等
学
校 

古
典
Ｂ
』
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。

第
３
問
（
小
説
）

関
連
す
る
二
つ
の
文
学
作
品
﹇
Ｘ
：
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ

ル
ド
『
幸
福
の
王
子
（
あ
ら
す
じ
）』／
Ｙ
：
光
原
百
合

『
ツ
バ
メ
た
ち
』﹈
を
読
み
比
べ
る
問
題
。
小
問
５

問
。

・
近
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
比
較
的
古
い
時
代
の
文

章
を
読
ま
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
最
近
の
文
章
で
読

み
や
す
い
題
材
が
選
ば
れ
た
。

・
セ
ン
タ
ー
試
験
と
比
べ
て
、
文
章
量
は
や
や
減
少
、
設

問
レ
ベ
ル
も
易
し
い
。

・
問
２

で
選
択
肢
に
本
文
の
文
章
が
再
掲
さ
れ
た
り
、
問

４

で
文
章
Ｘ
・
Ｙ
の
関
係
性
が
問
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

新
し
い
傾
向
の
設
問
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。

・
従
来
は
心
情
や
人
物
像
の
把
握
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
今
回
は
根
拠
を
選
ぶ
問
題
や
表
現
・
構
成
に
関

す
る
問
題
が
増
加
し
た
。
小
説
は
感
情
移
入
す
る
と
解

き
づ
ら
い
こ
と
も
多
い
が
、
今
回
の
設
問
で
は
そ
の
点

が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

・
今
後
も
今
回
の
よ
う
な
Ｘ
（
原
作
）、
Ｙ
（
創
作
／
批

評
）
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
質

の
題
材
を
確
保
す
る
の
が
難
し
そ
う
で
あ
る
。

第
４
問
（
古
文
）

複
数
の
古
文
﹇
Ⅰ
：
藤
原
定
家 

校
定
『
源
氏
物
語
』

（
青
表
紙
本
と
呼
ば
れ
る
）／
Ⅱ
：
源
光
行
・
親
行
親
子 

校
定
『
源
氏
物
語
』（
河
内
本
と
呼
ば
れ
る
）／
Ⅲ
：
源

親
行
『
原
中
最
秘
抄
』（『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
）﹈

を
読
み
比
べ
る
問
題
。
小
問
６

問
。
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